




目的 

MSUD は厚生省新生児スクリーニングにとりあげられている疾患の一つであり,その発症率

はほぼ正確に握むことが出来る。これまで早期に発見されて不幸にして治療中に死亡した

患者は 2名で,これを除けば他の 7名(北海道,千葉,名古屋(福井),京都,岡山,久留米,鹿児

島)はいずれもそれぞれの医療機関で治療をうけている。これらの患者から末梢血液中のリ

ンパ球を分離し,それに E-B ウイルスを感染させ株化し,これについて種々検討を加えるこ

とにより,わが国における MSUD の実態がより明らかになるものと期待できる。 


